
の
所
謂
瀦
解
の
論
理
な
る
も
の
は
、
著
者
の
い
ふ
と
こ
ろ
の
義
認

と
は
少
し
く
意
味
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
著
者
の

教
示
を
待
つ
も
の
で
あ
る
。
（
菊
刺
七
四
六
頁
、
東
京
目
黒
書
店
獲

宥
、
客
僧
…
六
〇
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
（
柴
田
）

　
　
　
○
明
治
前
期
財
政
経
濟
史
料
集
成
　
第
十
五
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
藏
　
省
編

　
近
時
歴
史
射
界
に
於
て
、
種
々
な
る
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
敬
設

的
三
三
の
多
き
中
に
，
史
料
原
典
の
上
梓
が
三
々
企
て
ら
れ
る
の

は
殊
に
喜
ば
し
き
事
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
一
で
あ
る
本

集
成
は
、
去
る
昭
和
六
年
よ
り
大
内
兵
衛
、
土
屋
喬
雄
靴
穿
の
校

正
に
よ
り
て
刊
行
、
さ
れ
始
め
て
か
ら
既
に
豫
定
の
大
傘
を
公
に

し
、
明
治
初
年
の
祉
會
経
時
史
的
分
野
に
最
も
纂
礎
的
な
根
肥
的

な
箒
與
を
な
し
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
第
十
八
回
配
本
と
し

て
第
十
五
巻
會
耽
全
書
（
上
）
が
公
刊
さ
れ
た
。

　
會
醗
全
書
と
は
そ
の
解
題
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
維
新
當
初
我

國
が
回
米
先
回
三
三
に
回
せ
ん
が
忌
め
，
あ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
に

於
て
青
倉
に
資
本
主
義
化
し
近
代
化
す
る
必
要
に
燈
ら
れ
、
“
新
政

　
　
　
　
”
n
　
　
　
　
　
　
　
　
L
『

　
　
　
　
系
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ノ

府
の
保
護
誘
腋
を
蒙
っ
て
組
織
さ
れ
た
各
種
の
機
蘭
の
内
、
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年
通
商
司
の
監
督
下
に
創
設
ざ
れ
た
遷
替
會
肚
に
志
す
る
記
録

の
一
．
大
集
積
で
あ
る
っ
即
ち
爲
替
優
胱
は
政
府
が
特
別
な
る
保
護

指
導
の
下
に
三
井
小
野
島
田
そ
の
他
の
箒
豪
を
懲
毒
し
て
組
織
せ

し
め
た
我
國
最
初
の
株
式
會
難
で
あ
め
褒
劣
銀
行
の
先
騙
者
で
あ

る
。
四
四
撒
年
な
ら
す
し
て
失
敗
に
餓
し
，
口
そ
の
三
三
は
揚
。
か
ら

な
か
つ
牝
と
は
い
へ
、
明
治
初
年
の
會
祉
企
業
と
も
て
、
金
融
機

軒
關
と
し
て
、
我
遜
辞
本
聖
義
叢
蓬
史
上
に
占
め
る
地
歩
は
極
め
て

大
で
あ
る
。

　
本
書
は
こ
の
爲
替
轟
轟
に
就
い
て
明
治
二
年
の
劇
立
よ
り
慶
止

に
至
り
明
治
九
年
金
、
雰
引
換
の
事
務
完
了
す
る
迄
の
」
回
議
書
、

報
告
書
、
日
誌
、
勘
定
書
並
に
者
麻
縣
と
の
往
復
文
書
等
、
ご
切

の
講
書
記
録
を
網
羅
し
て
居
り
、
原
本
は
嘗
て
大
藏
省
文
魔
に
牧

め
ら
れ
し
が
、
・
大
正
の
大
震
災
に
て
烏
有
に
蹄
し
声
魚
篭
に
三
井

家
に
そ
の
爲
本
を
藏
せ
る
に
よ
り
で
邸
標
せ
る
も
の
で
、
そ
の
縄

大
な
る
資
料
酒
盃
値
が
や
が
て
夏
に
歴
愛
的
償
値
に
悩
め
ち
れ
る

事
を
望
む
の
で
あ
る
。

　
殊
に
本
書
は
、
そ
の
原
本
の
構
成
が
、
約
三
回
に
亙
る
追
録
の

　
　
　
　
　
　
第
二
十
臨
巻
　
第
”
三
七
　
　
　
六
三
五

（ユsユ）



　
　
　
　
紹
　
　
．
　
介

貯
め
、
検
索
上
多
大
の
不
便
を
伴
ひ
し
を
，
一
般
の
利
用
に
便
せ

ん
と
し
て
編
次
に
於
て
多
大
の
改
攣
が
加
へ
ら
れ
て
る
る
の
は
、

校
訂
者
薫
風
に
そ
の
努
力
を
深
く
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
ら

フ
。
（
菊
判
四
九
一
頁
改
造
肚
嚢
行
，
定
償
四
悪
）

○
元
竃
史
料
集

　
　
　
○
唯
「
淋
町
名
法
要
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
民
鼠
壁
欝
欝
研
究
所

　
國
民
精
紳
文
化
研
究
所
は
開
所
以
來
諸
種
の
出
版
物
を
三
っ
て

普
く
國
盗
難
瀞
の
源
養
に
資
し
て
來
て
る
る
が
、
今
回
ま
た
「
國

強
精
憩
文
化
文
献
」
の
第
二
、
第
三
と
し
工
，
不
転
史
料
集
L
及
び

「
唯
一
紳
虚
名
法
要
集
」
と
題
す
る
稀
概
の
兜
料
の
複
製
版
が
刊
行

さ
れ
た
。

　
元
冠
史
料
集
は
巻
子
本
二
巻
、
關
所
々
員
西
田
直
二
郎
博
士
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

導
の
下
に
、
同
助
手
吉
田
三
郎
氏
主
と
し
て
事
に
凝
り
完
成
せ
る

も
の
。
第
｝
巻
に
は
京
都
正
傳
寺
所
藏
の
文
永
七
年
五
月
及
び
文

永
八
年
九
月
の
安
堵
輝
追
斬
願
開
白
文
、
石
清
水
八
幡
宮
司
田
中

俊
清
罠
所
藏
文
書
二
麺
を
牧
め
て
み
る
。
前
者
は
文
永
十
一
年
最

　
　
　
　
　
　
第
二
議
T
礁
⑳
　
鱈
賀
二
號
　
　
　
轟
ハ
　
二
晶
ハ

初
の
來
憲
以
前
、
蒙
古
が
高
麗
を
通
じ
て
非
楽
な
る
文
素
を
以
て

我
國
に
好
を
求
め
し
時
、
朝
廷
に
於
い
て
は
和
親
の
返
牒
を
遣
は

さ
る
、
に
製
す
や
と
の
巷
説
行
は
れ
、
正
傳
寺
の
開
田
宏
豊
繹
師

即
ち
東
巖
慧
安
，
こ
れ
を
聞
い
て
石
清
水
八
幡
大
菩
薩
の
蜜
前
に

敵
國
降
伏
を
所
り
、
返
牒
の
此
め
ら
れ
ん
事
を
騰
り
し
願
文
で
あ

っ
て
，
彼
の
烈
々
た
る
憂
國
の
氣
概
を
留
め
て
み
る
。
後
者
は
文

永
の
役
後
、
幕
府
は
更
に
遽
ん
で
外
征
を
企
て
、
建
治
二
年
鎭
西

奉
行
大
友
導
管
は
管
内
の
將
士
に
令
し
て
準
備
を
進
め
し
時
、
そ

れ
ら
の
戦
士
よ
り
奉
、
れ
る
講
文
で
あ
っ
て
、
田
中
俊
清
氏
所
藏
の

「
八
幡
斎
王
宮
御
憩
費
記
」
の
紙
背
に
残
れ
る
「
北
山
室
地
頭
尼
藁

町
講
文
」
及
び
「
井
芹
秀
重
注
進
黙
」
の
二
通
を
載
せ
て
み
る
。
而

し
て
そ
の
内
容
に
依
っ
て
、
里
長
老
若
男
女
の
別
な
く
國
難
に
殉

ぜ
ん
と
せ
し
國
民
的
氣
慨
を
察
知
す
る
事
が
出
來
る
。

　
第
二
巻
は
京
都
帝
國
大
黒
騒
史
研
究
室
に
藏
す
る
壬
生
官
務
家

日
記
抄
の
複
刻
で
あ
る
。
師
ち
弘
安
四
年
再
度
の
來
憲
の
際
、
奮

戦
防
禦
に
努
め
し
九
甥
の
歌
況
と
，
そ
の
戦
報
に
一
喜
》
憂
せ
し

京
都
の
情
勢
を
記
せ
る
も
の
で
弘
安
四
年
五
月
よ
り
八
月
に
亘
っ

て
み
る
。

（　lsa“　）



　
本
書
は
從
來
と
て
も
斯
界
の
注
意
に
上
り
、
諸
国
引
用
せ
ら
れ

し
箇
所
も
あ
る
が
、
未
だ
全
丈
の
紹
介
さ
れ
し
事
な
く
、
今
こ
、

に
原
本
の
面
影
を
偲
ば
し
む
る
と
共
に
、
鷹
峯
に
於
て
難
澁
の
字

句
を
讃
下
さ
れ
し
は
今
後
の
研
究
に
一
歩
を
進
め
る
で
あ
ら
う
。

　
解
論
に
就
い
て
見
る
に
、
本
書
の
原
本
は
當
階
の
左
大
鐘
た
る

小
槻
顯
衡
の
日
記
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
存
の
古
事
本
は
紙
背
丈

書
等
勘
考
の
悪
果
、
顯
衡
四
世
の
孫
飛
治
が
書
爲
せ
る
も
の
と
信

ぜ
ら
れ
、
兼
治
は
足
利
義
満
の
時
代
に
活
躍
せ
る
縄
歴
に
徴
し
て

回
護
二
十
二
年
の
外
冠
切
迫
せ
る
頃
、
外
交
上
の
必
要
か
ら
作
ら

れ
た
と
の
臆
．
測
も
な
し
得
る
と
誌
さ
れ
て
る
る
の
は
顔
る
興
味
深

き
事
で
あ
る
。
元
憲
史
悪
魔
が
、
元
逡
の
當
透
磁
家
的
思
想
の
興

隆
せ
る
事
を
、
現
時
「
日
本
」
な
る
槻
念
の
熾
烈
に
な
り
つ
、
あ
る

時
に
反
省
し
，
「
現
時
の
國
民
に
卒
し
て
元
踊
躍
時
の
朝
野
上
下
、

僧
俗
、
男
女
が
暴
走
一
致
よ
く
國
難
に
適
し
た
意
氣
を
想
起
せ
し

め
る
の
料
と
も
な
り
、
叉
稀
槻
の
史
料
が
原
形
を
髪
期
し
つ
、
廣

く
世
に
親
ま
れ
ん
こ
と
を
希
ふ
に
外
な
ら
ぬ
」
と
記
さ
れ
し
序
文

が
よ
く
そ
の
趣
旨
を
難
し
て
る
る
。
（
同
所
獲
行
、
巻
子
本
二
巻
、

解
説
附
、
試
圓
五
拾
銭
）

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

　
「
唯
一
紳
題
名
法
要
集
」
が
我
國
思
想
史
上
或
は
沸
道
史
上
有
す

る
意
義
は
夏
め
て
珍
く
迄
も
な
い
が
、
唯
嚇
皇
道
に
湿
す
る
雑
事

を
問
答
艦
に
記
せ
し
も
の
で
，
室
町
時
代
の
後
傘
期
に
一
つ
の
組

織
を
以
て
成
さ
れ
た
吉
田
家
の
唯
一
紳
這
の
副
乳
を
詳
述
し
、
吉

田
蒙
倶
の
思
想
信
仰
の
み
な
ら
す
、
近
世
の
思
想
史
研
究
の
上
に

も
重
要
な
る
蓮
作
で
あ
ろ
。

　
今
迄
世
に
出
で
し
刊
本
は
僅
に
綾
群
書
類
從
立
紙
部
に
牧
め
ら

れ
し
位
で
、
本
書
は
同
所
研
究
囑
託
河
野
省
三
博
士
の
所
藏
に
係

る
快
話
本
を
複
製
し
、
同
博
士
の
離
婁
を
附
せ
る
も
の
で
、
快
奪

本
と
は
吉
田
兼
倶
の
門
入
た
る
快
奪
が
、
兼
倶
自
筆
本
か
ら
露
せ

る
も
の
と
推
定
さ
れ
，
原
形
を
想
實
に
残
せ
る
古
艶
本
と
し
て
推

爾
さ
れ
て
る
る
。
兎
に
角
室
町
時
代
を
背
景
と
し
て
國
畏
精
紳
の

畠
壁
、
日
本
露
塵
の
展
開
と
い
ふ
鮎
か
ら
極
め
て
注
意
す
べ
き
典

籍
で
あ
り
，
先
の
元
仁
史
料
集
と
併
せ
て
そ
の
刊
行
の
意
義
を
よ

く
理
解
す
る
事
が
出
計
る
。
（
同
所
戦
記
、
班
子
本
一
班
、
解
読
附
、

萱
圓
）

第
一
　
十
谷
　
　
第
三
號
　
　
　
山
ハ
一
鵡
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛

（　183　）



紹

介

○
奪
経
閣
叢
刊
赤
穂
義
人
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
　
徳
　
財
　
團

　
赤
穂
義
人
録
は
元
藤
十
五
年
の
赤
穂
浪
士
の
復
讐
に
就
い
て
、

當
時
是
典
の
議
甲
論
乙
駁
の
間
に
あ
り
、
近
世
の
碩
儒
室
鳩
集
が
、

．
そ
の
義
墨
た
る
事
を
唱
道
せ
る
蓮
作
で
あ
る
。
而
し
て
本
書
は
實

に
前
田
侯
爵
家
所
藏
の
鳩
菓
草
稿
本
を
複
製
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
豊
鳩
集
は
年
十
四
に
し
て
前
田
侯
に
召
さ
れ
、
そ
の
後
京
都
遊

覧
を
終
へ
て
貞
享
三
年
加
賀
に
蹄
り
，
正
徳
元
年
新
井
白
石
の
推

翠
に
依
り
て
幕
府
の
儒
者
に
任
す
る
迄
，
儒
を
以
て
雨
田
家
に
仕

　
へ
た
の
で
あ
る
が
、
赤
門
養
人
心
は
正
に
そ
の
間
、
元
緑
十
六
年

＋
月
の
撰
に
係
る
。
そ
の
内
容
は
元
緑
＋
四
年
勅
使
下
向
の
事
よ

り
同
十
六
年
二
月
諸
士
切
腹
の
顛
末
を
記
し
，
更
に
四
十
六
士
の

傳
，
並
に
附
載
と
し
て
寺
坂
吉
右
衙
門
信
行
及
び
餓
傍
義
僕
の
事

蹟
に
至
る
迄
、
簡
潔
な
る
叙
蓮
の
間
に
修
飾
せ
ざ
る
史
實
を
傳
ふ

　
る
も
の
と
雷
ふ
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
更
に
本
書
に
あ
り
て
は
鳩
…
巣

草
稿
本
の
複
製
な
る
が
故
に
改
裁
是
正
せ
る
過
程
を
偲
び
得
る
と

共
に
、
彼
が
携
へ
る
苦
心
経
世
の
襟
を
窺
翻
し
得
る
鮎
に
そ
の
意

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
三
號
「
　
六
三
八

義
大
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
（
解
説
附
和
本
二
紐
秩
入
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
時
野
谷
）

　
　
　
○
稻
荷
紳
証
史
料
　
第
五
輯

　
伏
見
の
穂
薄
騨
杜
に
於
て
は
夙
く
よ
り
瀬
瀬
史
料
の
蒐
集
整
理

に
力
を
致
さ
れ
て
み
た
が
、
此
度
そ
の
瀞
階
及
樽
詰
、
並
に
就
領

に
著
す
る
部
分
が
ま
つ
公
に
せ
ら
る
・
に
至
っ
た
。
・
本
家
料
の
編

纂
は
辻
善
之
助
樽
士
監
修
の
下
に
始
め
史
料
編
纂
所
竹
島
寛
氏
之

に
撮
り
、
そ
の
他
に
轄
ぜ
ら
る
Σ
に
及
ん
で
同
所
小
島
鉦
作
氏
專

ら
そ
の
後
を
糠
ぎ
之
を
完
成
せ
ら
れ
し
も
の
、
そ
の
最
初
に
第
輩

輯
の
出
版
せ
ら
る
エ
に
至
っ
た
の
は
も
と
よ
り
編
纂
事
業
進
捗
‡

の
事
構
に
よ
る
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
特
に
一
般
達
書
の
問
題
に
ち

關
係
す
る
と
こ
ろ
の
多
い
こ
の
一
編
の
ま
つ
完
成
し
弛
こ
と
は
、
’

わ
れ
ノ
＼
と
し
て
殊
に
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
・

　
就
い
て
見
る
に
叢
書
及
靴
絡
に
著
す
る
噂
話
は
全
七
三
六
頁
の

中
僅
々
六
六
頁
に
過
ぎ
す
、
他
は
悉
く
祉
傾
に
關
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
本
編
は
夏
に
封
戸
、
蕪
園
、
煮
沸
、
朱
印
地
の
四
項
に
分
た

れ
、
冬
項
に
就
て
逐
一
編
年
嵩
に
開
係
史
料
の
全
書
が
掲
げ
ら
れ

て
み
る
。
挿
入
の
圖
版
十
三
葉
、
別
に
巻
末
に
薔
墨
壷
村
附
逝
之
圃

（　IS4）


